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　昭和19年に湛水を開始して以来、半世紀以上を経過した相模貯水
池では、ダムの宿命である堆砂が進み、平成５年度から令和元年度
まで、「相模貯水池大規模建設改良事業」として堆砂対策を進めて
きました。令和２年度以降も引き続き堆砂対策を行う必要があるた
め、上流域の災害防止と有効貯水容量の維持を目的に、関係事業者
　　　　　　　　　　　  と共同し、「相模貯水池堆砂対策事業」
　　　　　　　　　　　  を進めることとしました。
　　　　　　　　　　　  　この事業により、しゅんせつ船団で年
　　　　　　　　　　　  間15万　 の貯水池内の土砂の除去を行っ
　　　　　　　　　　　  ています。


